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研究成果の概要（和文）：モデル植物・シロイヌナズナにおいては、MYB35という遺伝子を欠損すると雄性不稔
となることが知られていたが、食用アスパラガスにおいては、これによく似た遺伝子（AoMYB35）が雄株にのみ
存在し、雌株に存在しないということを明らかにした。AoMYB35は食用アスパラガスの雌雄性決定遺伝子の候補
として有力なものである。また、雌花の雄蕊における細胞死を特徴づけると共に、食用アスパラガスの各花器官
（花被片、雌蕊、雄蕊）の転写産物を網羅的に解析し、食用アスパラガスの雌雄性に関わる遺伝子を絞り込ん
だ。生理活性物質により食用アスパラガスの雌雄性（雌蕊・雄蕊の発達）を制御することには失敗した。

研究成果の概要（英文）：MYB35 is indispensable for pollen development in the model plant Arabidopsis
 thaliana. This study revealed that AoMYB35, a putative MYB35 ortholog in garden asparagus 
(Asparagus officinalis), is present in male plants but absent in female plants. AoMYB35 is therefore
 a candidate for the sex-determining gene in garden asparagus. In this study, cell death in female 
flower anthers was characterized, and transcriptomes of individual floral organs (tepals, pistils 
and stamens) were analyzed. These also narrowed down genes involved in the sex determination in 
garden asparagus. We also tried to control the sex (or the development of either pistil or stamen) 
of garden asparagus with biologically active chemicals, but failed.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
食用アスパラガスにおいて太い若茎を得るには、株を数年育成させる必要がある。露地においては、雌株には種
子が着くが、これが地面に落ちると商品価値のない若い株が生じ、これは栽培管理上不都合である。このことか
ら、露地での食用アスパラガス生産には雄株を用いるのが望ましい。雌株と雄株は通常花の形態により判別する
が、花が着くまでには二年程度かかる。本研究により、AoMYB35という遺伝子が雄株にのみ存在することが見出
された。これを用いれば、花の着生を待たずに雌雄を判別できる。これを利用すれば雌雄を転換させることも可
能になるかもしれない。そのような技術は食用アスパラガスの品種育成にも資する可能性がある。
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